
        

第
百
五
十
四
回
国
会
に
お
け
る
塩
川
財
務
大
臣
の
財
政
演
説 

      

平
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年
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日 



 

今
般
、
先
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
緊
急
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
、
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算(

第
二
号

及
び
特
第
二
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
補
正
予

算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

（
最
近
の
経
済
情
勢
と
緊
急
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
） 

 
 

ま
ず
、
最
近
の
経
済
情
勢
と
先
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
緊
急
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

１ 

政
府
は
、
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
と
の
基
本
的
考
え
方
の
下
、
状
況
の
変
化
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
各
般
の
構
造
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
経
済
財
政
運
営
の
基
本
と
し
て
お
り
、

昨
年
十
月
に
は
、
構
造
改
革
を
進
め
て
い
く
上
で
先
行
し
て
決
定
・
実
施
す
べ
き
施
策
を
盛
り
込
ん
だ

改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
雇
用
対
策
等
に
重
点
を
置
い
た
第
一
次
補
正
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。 

２ 

そ
の
後
、
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
発
生
を
契
機
に
世
界
経
済
が
同
時
不
況
に
陥
る
リ

ス
ク
が
高
ま
る
中
、
我
が
国
の
景
気
は
、
生
産
、
設
備
投
資
が
減
少
し
、
個
人
消
費
が
弱
含
む
な
ど
、

一
段
と
悪
化
し
ま
し
た
。 

３ 

こ
う
し
た
経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
、
構
造
改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
つ
つ
、
デ
フ
レ
の

進
行
と
あ
い
ま
っ
て
景
気
が
加
速
度
的
に
悪
化
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
基
盤
整

備
の
要
請
も
踏
ま
え
、
政
府
は
、
去
る
十
二
月
、
緊
急
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。 

４ 

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
構
造
改
革
に
資
す
る
重
点
分
野
に
注
力
し
て
社
会
資
本
の
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
、
①
都
市
機
能
の
一
層
の
高
度
化
・
国
際
化
、
②
環
境
に
配
慮
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会



 

の
実
現
、
③
科
学
技
術
・
教
育
・
Ｉ
Ｔ
の
推
進
に
よ
る
成
長
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
、
及
び
④
少
子
・

高
齢
化
へ
の
対
応
、
の
四
つ
の
政
策
課
題
の
下
、
民
間
投
資
の
創
出
・
就
業
機
会
の
増
大
に
資
し
、
早

期
執
行
が
可
能
で
経
済
へ
の
即
効
性
が
高
く
、
緊
急
に
実
施
の
必
要
の
あ
る
事
業
を
盛
り
込
ん
で
お
り

ま
す
。 

 

（
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
二
号
及
び
特
第
二
号
）
の
大
要
） 

次
に
、
今
般
提
出
い
た
し
ま
し
た
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
二
号
及
び
特
第
二
号
）
の
大
要
に
つ

い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

１ 

今
申
し
述
べ
ま
し
た
緊
急
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

歳
出
面
に
お
い
て
、
産
業
投
資
特
別
会
計
へ
二
兆
五
千
億
円
を
繰
り
入
れ
る
ほ
か
、
一
般
会
計
施
行
分

と
し
て
千
三
百
九
十
二
億
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
安
易
な
国
債
増
発
に
よ
る
こ
と
な
く
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の

売
払
収
入
に
よ
る
国
債
整
理
基
金
の
資
金
を
活
用
す
る
た
め
の
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
か
ら
の
受

入
金
二
兆
五
千
億
円
の
ほ
か
、
一
般
会
計
施
行
分
の
財
源
と
し
て
産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら
の
受
入
金

千
三
百
二
十
六
億
円
等
を
計
上
し
、
合
計
二
兆
六
千
三
百
九
十
二
億
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
第
二
次
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
八
十
六
兆
三
千
五
百

二
十
六
億
円
と
な
り
ま
す
。 

２ 

ま
た
、
産
業
投
資
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
勘
定
に
お
い
て
、
今
申
し
述



 

べ
た
よ
う
に
一
般
会
計
か
ら
二
兆
五
千
億
円
を
歳
入
と
し
て
受
け
入
れ
、
歳
出
と
し
て
改
革
推
進
公
共

投
資
特
別
措
置
二
兆
五
千
億
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
①
都
市
機
能
高

度
化
等
対
策
費
六
千
二
百
七
十
八
億
円
、
②
環
境
配
慮
型
地
域
社
会
実
現
対
策
費
六
千
五
百
五
十
八
億

円
、
③
科
学
技
術
等
対
策
費
八
千
七
百
二
十
億
円
、
④
少
子
高
齢
化
対
策
費
三
千
四
百
四
十
四
億
円
で

あ
り
ま
す
。 

３ 

以
上
の
一
般
会
計
及
び
産
業
投
資
特
別
会
計
の
予
算
補
正
に
関
連
し
て
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
も
所
要
の
補
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

４ 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
国
営
土
地
改
良
事
業
特
別
会
計
に
対

し
、
百
十
三
億
円
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

５ 

な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
を
実
施
す
る
た
め
、
別
途
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収

入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

を
提
出
し
、
御
審
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

６ 

以
上
、
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
二
号
及
び
特
第
二
号
）
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま

し
た
。 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
、
構
造
改
革
を
推
進
し
つ
つ
、
高
い
経

済
効
果
が
期
待
で
き
る
施
策
に
つ
い
て
緊
急
実
施
す
る
た
め
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


